
えがお
立春がもうすぐですが、まだまだ寒く、乾燥した日が

つづきます。空気が大変乾燥していて、気温も低いので、

手洗いやマスク、水分補給に心がけ、コロナウイルスへの

予防をしましょう。ウイルスに負けずに寒さを乗り越えて、

元気に春を迎えたいですね。

マスクについて
コロナウィルスにより、毎日のマスクの着用が当たり前になりました。

マスクの効果については、広告や各種お便り、ホームページでよく見られるようになりま

した。日本人はつけてない人がいないほど、マスクが習慣化してきています。しかし、不

織布マスク、布マスク、ウレタンマスクなどいろいろな種類があって「どれを選択すれば

よいのかわからない」と思う人や、見た目で選ぶ場合もあるかもしれません。そこで、マ

スクの効果と種類についてお伝えします。

マスクの効果

・自分からの咳やくしゃみなどの飛沫をおさえる

マスクの効果が、新型コロナウィルス感染症では評価されました。咳やくしゃみで飛ぶ

「飛沫」というのは、口からの細かい水滴（しぶき）のことで、水分をふくんでいるので、

飛んで下に落ちます。

・相手からのウィルスなどを含む飛沫から守る」

一般的な会話などの飛沫は１～2m程度、飛ぶと言われています。またマスクをするこ

とで発生源から飛沫が飛んできたとしても、防ぐことができます。
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・鼻やのどの乾燥や寒さを防ぐ

ウィルスを吸い込むと感染、ではありません。免疫が、ウィルスの増殖をおさえること

ができなかった場合に発症します。

のどには、ウイルスやほこりなどを外に追い出すための粘膜があります。喉が乾燥する

と、粘膜のうるおいがなくなり、正しく機能しなくなってしまいます。そのため、のどの

乾燥や寒さは、ウイルスに感染するリスクを高めてしまうのです。

しかし、マスクをすることで、のどなどの粘膜の乾燥を防いで、免疫が働きやすくなり、

ウイルスなどが増えにくくなります。ウィルスを吸い込みそうになったとしても、感染を

おさえやすくなります。

・ウィルスなどがついた手で鼻や口を直接触らなくてすむ

くしゃみ等で飛び出す飛沫以外に、ドアノブや机など、人が手でよくさわる場所を介し

てウィルスが人から人へ移動するからです。しかし、手にウィルスなどがついたとしても、

その手で鼻や口、目などの粘膜をさわらなければ発症しにくくなります。

マスクの種類

小学生の理科の自由研究や各研究所による実験でも表れているように、種類によって効

果が違うようです。やはり効果が高かったのは、サージカルマスク（不織布マスク）で、

次が布マスクということです。

マスクの種類に関しては、人によっては、耳が痛かったり、かゆみやかぶれなどの肌へ

のトラブル、息苦しさなどでつらい思いをしている場合もあるもしれません。状況に応じ

て各自で上手に使い分けましょう。

特に冬の空気は乾燥しており、呼吸をするだけで喉も乾燥しやすいです。マスクをつけ

ておけば、乾燥した空気を直接吸い込まず、喉のうるおいを保つことができます。鼻から

吸い込む空気ものどが乾燥する原因になるため、マスクをつける時は鼻までおおうように

しましょう。

マスクの正しい付け方

１ 裏表を確認

２ 針金（固い部分）を上にする

３ マスクを鼻の形に合わせ、

すきまをふせぐ。

４ マスクを顔にフィットさせ、

鼻までおおう。

げんきクイズのこたえ おやつ（尾８つ）


